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家族性髄様癌 9 例と散発例 3 例の手術材料をえ，グルタールとオスミウムの 2 重固定を行い，型通










られる 9 例と腫蕩組織中カルシトニンに加え異所性ACTH とβ-MSHが証明された例があり， これ
らを比較し，カルシトニン頼粒の大きさを決定するため，頼粒直径をそれぞれ 300個以上測定した。
その結果，カルシトニンのみを産生していると考えられる 8 例では，それぞれの平均直径 276.9mμ ，
216. 1mμ ， 242.6mμ ， 256. 2mμ ， 243.8mμ ， 257.9mμ ， 251. 7mμ ， 221.7mμであり，カルシ
トンニ頼粒は平均 250mμ( 100-500mμ) と考えられた。カルシトニンの他，異所性ACTH とβ­













3 )カルシトニンのみを分泌していると考えられる 8例では，その分泌頼粒直径は 100-500 mμ(平
均 250mμ)であった。
4 )腫蕩組織中にカルシトニンの他，異所性ACTH とβ→iSHが証明された 3 例では，平均直径は他
の 8 例より小さく， 150 mμ にモードを持った。
5) 2 例の家族性早期髄様癌患者の甲状腺組織を検討し，甲状腺内転移とは区別される傍j慮胞上皮細
胞群を高頻度に認めた。これらは 傍漉胞上皮細胞過形成とみなしうるもので家族性髄様癌が甲
状腺内に多発する母地と考えられる。
論文の審査結果の要旨
甲状腺髄様癌は，稀な腫療であり，そのため，電顕的検討例も少く，まだ一定した見解は得られて
いなかった。本研究は，内分泌学的な裏付けのもとに，今まで最大の12例の手術例を比較検討し，い
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くつかの新知見を加えると同時に，髄様癌のカルシトニン頼粒直径を決定した。又，家族性髄様癌の
発生母地と考えられている傍漉胞上皮細胞過形成を電顕的に初めて観察するなど，いずれも注目に値
する所見であり，その価値は高く博士論文に値すると判定する。
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